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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・高橋　末吉様～本日五福のスタッフが膀胱洗浄見学している。1/30五福のスタッフが膀胱洗浄実施するとの事。
・市澤　武志様～便秘7日目のためGE処方あり。また、食事摂取量少ない為点滴1日分処方となる。
・稲荷　幸七様～田中Drより面談施行している。今後の方針として妻様は当院で良いと了承あるが、一応子供たちとも相談したいと希望あり、後日方針について連絡頂く事となる。
・和田　みよ子様～田中Drより喀痰検査とインフルエンザ検査の指示あり施行。インフルエンザは陰性。血液検査で白血球とCRPに緊急値あるが、抗生剤処方している為経過観察の指示あり。肺炎が治癒し次第介護区分変更をかけていく事となる。

・吉島　知寿子様～1/25昼過ぎに夫様来院され退院手続きにくる予定。荷物について確認して下さい。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。他者トラブルなく経過。差し入れを気にする様子あり、「説明にも了解悪い様子あるが易怒性や不穏さはない。10:30落ち着かない時の頓服使用している。引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
・恵茂田　義春様～終日隔離中。10～16時の開放観察行っている。10:30落ち着かないと訴えあり不穏時の頓服服用している。危険行為や訴えの多さ無く過ごしている。飲水の多さもない。引き続き精神症状の変化に注意し観察し、早期の処遇改善を目指して看護介入行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　亮子様～ホールで座って過ごしている。表情冴えなさあり。帰宅要求等は無く穏やか。
・和田　みよ子様～38℃台の発熱続いている。血圧低値の為、アンヒバ坐薬挿肛せずクーリングにて対応している。痰鳴あり適宜吸引施行し、酸素飽和度低下なく経過。スタッフを凝視することあるが、発語や過度な抵抗はない。
・稲荷　幸七様～血圧低値続いており、下肢挙上にて対応している。他バイタルサイン異常なし。右足背浮腫軽減傾向、左足背と両手の浮腫は持続している。自発的に開眼しており、声掛けにも発語聞かれている。
・馬場　良様～入院当初はドアを弄ったり、詰所内に侵入しようとしたりする事あり、説明にも易怒的となる事あり。
＜田名部Dr診察情報＞
・立花　圭様～Aユニットでの診察を希望する。「追い詰められている気がする」
　　　　　　　と訴えるが、切迫性はない。
セニラン錠５mg１T　１×昼、クエチアピン錠１００mg２T朝・夕へ変更。
・久保　興介様～退院後は青山荘に入所し、通信の高校受験をするという。退院に関しては、病棟移動後検討していく事で了解する。スマートフォンは通話のみ許可。
　　　　　　　　臨時薬変更なし。
・袴田　将志様～頭の回転を良くする為、計算等をしているという。多弁さはない。
　　　　　　　　臨時薬変更なし。
・信田　あかり様～臥床したままで診察を受ける。食事をきちんと摂る様、指導を受ける。
　　　　　　　　　オランザピンOD錠５mg１T １×夕　７日分追加処方。
・高田　マキ様～5000万の分譲マンションを持っている、等話す。薬が合わないと薬剤調整希望する。
　　　　　　　　ヒベルナ糖衣錠２５mg１T　寝る前→レボトミン錠２５mg１T　寝る前へ変更。夕食後のレボトミン25mgは中止。
・三浦　みよ子様～表情硬くし、診察を受ける。「幻聴がある様な気がする」と話すが切迫性はない。夕食後薬の内容が一部変更となっている。
・安達　貴浩様～ユニット移動や同室屋への不満を訴える。ユニット移動は検討してみる
　　　　　　　　という事で了解する。右手の疼痛は自制内。
・小笠原　久年様～「違うキーパーソンの声が聴こえる」という。作業療法は無理のない様に参加するよう指導を受ける。
・見付　龍矢様～不穏や苛々等なく過ごせているという。臨時薬変更なし。
・山中　美穂様～退院後の生活環境について問われ、「三沢に住む」という。落ち着いて過
ごす事ができている。臨時薬変更なし。
・杉澤　恵子様～嗜好品については、引き続き血糖に注意して摂取するよう指導を受ける。
　　　　　　　　ノートの書いた内容を見せ、診察中は穏やか。
・小向　静江様～1月27日、三戸中央病院を受診予定。牛乳の希望があるが、エプリッチ
提供中の為、対応不可との事。本人へ伝え了解する。臨時薬変更なし。
・小澤　和子様～三沢に関する内容や退院に関する発言が聞かれる。切迫性はない。
　　　　　　　　臨時処方変更なし。
・丹内　栄子様～診察するが疎通不良。処方変更なし。
・柿木　真吾様～日中の離床を勧めていくよう、指示を受ける。臨時薬一部内容変更とな
　　　　　　　　っている。点滴は一旦終了。
・藤井　孝蔵様～エンシュアH（メロン）　同量で７日分継続処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・藤井　孝蔵様～処置変更なく、ソフラチュール10枚処方あり。
・稲荷　幸七様～褥瘡壊死部融解あり切除。壊死部はブロメライン、その周囲赤色潰瘍は
　　　　　　　　ゲーベンクリーム塗布しガーゼ+パットで密着させるように指示あり。
　　　　　　　　ブロメライン2本、ゲーベン3本処方。
・柿木　真吾様～処置変更無し。

・高橋　末吉様～右外果部アズノール塗布。仙骨潰瘍部ゲーベンクリーム、その周囲はゲ
　　　　　　　　ンタマイシン+エキザルベ継続。ゲンタマイシン3本、ゲーベン1本処方。
・助川　節子様～処置変更無し。
・山中　美穂様～処置変更ないが、足底部落屑ある為同様にヘパリンクリーム塗布を。
・杉澤　恵子様～処置変更なし。
・水梨　孝純様～処置変更なし。
・木村　美智子様～処置変更なし。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：馬場　良（ばば　りょう）様

　生年月日：昭和16年10月8日　78歳

　病　　名：前頭側頭葉型認知症

　性　　別：男性

　主治医　：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

(経過）

　元々真面目で社交的な性格であった。特に頭部外傷の既往なし。両親も認知症と診断さ
れていたが詳細は不明である。免許の更新は今年11月に行っており、二回目で合格。飲酒
は一日1合程度。精神症状として粗暴行為や苛々、性的逸脱行為、衝動行為、人格変化、
自制の欠如あり。毎日畑に行っており反復行為の可能性あり。CT上は両側前頭葉や側頭葉
の萎縮あり。側頭葉の前方の萎縮が顕著である。会話上も明らかな意味理解の障害と記銘

力障害あり。MRIとVSRADの結果からSDと診断し薬物調整や精神症状の治療の為、R2.1.23
11:18東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。
CS　Bプラン、パンツ持ち込み(家族洗濯)、売店利用不可(持って来てほしい物があれば家
族へ連絡)
